
Ⅱ 国語の問題と
調査結果・分析等

１ 「設問のねらいと評価」について

◎ 「大問・領域」には、「読むこと（文学的文章）」「読むこと（説明的文章）」「言語事

項」「書くこと」の４領域を、「設問のねらい」には小問ごとの設問のねらいを、「評価」

の項目には、「国語への関心･意欲･態度」「話す・聞く能力」「書く能力」「言語について

の知識・理解・技能」の５観点に該当するものを○印で示した。 

２ 「調査結果の概要と分析」について

◎ 調査結果の概要と分析については、「全体（教科全般）」「領域別（領域や内容別）」「継

続して見られる課題」を示した。 

（◇：良好な結果が見られた点  ◆：課題が見られた点 ○：指導のポイント） 

３ 「領域別調査結果の指導のポイント」について

◎ 大問ごとに設問・正答・結果・誤答例等について左ページに、その考察（分析・指導

のポイント）について右ページ以降に記した。 

※ 分析等では、小数第２位を四捨五入した調査結果を用いている。 

（※誤答例は、抽出生徒の主な誤答について頻度の高いもの） 

分析ページの構成と見方について 

教科に関する調査
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